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ペットは私たちの生活に潤いと安らぎをもたらしてくれます。しかし、その一方で、トラブルの元となったり、アレルギーなど様々な病気の原因になる事例も多発しています。ペットを飼うのに愛情はもちろん必要ですが、「かわいい」という気持ちだけでは生き物は飼えません。ファッションや流行、思い込みや擬人化ではなく、自分が最後まで責任を持って飼えるのか、飼い始める前によく考えましょう。
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[image: image3.wmf]ペットを手放す理由にはこんなケースがあります。
あなたは大丈夫ですか？

	[image: image4.wmf]引越しで飼えなくなった

転勤が決まり、転居しなくてはならなくなった。経済的な事情からペット可の物件にするのは無理。
	ペット禁止の集合住宅で飼っているのが見つかってしまった
[image: image5.wmf]ペット禁止のマンションでこっそり犬を飼っていたが、ばれてしまい、管理組合から退去するか処分するかの通告が来てしまった。

	子どもにアレルギー症状がでた
[image: image6.wmf]猫を飼っているが、家族に赤ちゃんが生まれたら皮膚に炎症が出るので検査したところ、猫の毛に対するアレルギー反応であることが判明した。
	[image: image7.wmf]近所から苦情がきた
犬が吠えてうるさいと隣の人からいわれてしまった。忙しくてしつけをする時間がなく、世間体もあるのでこれ以上飼い続けられない。

	子どもが生まれるので世話をする時間がない
[image: image8.wmf]夫婦と子ども１人で犬を飼っていたが、今度第２子が生まれることになり、出産後は犬の世話まで手が回らない。
	高齢になったペットの介護が重い負担に
[image: image9.wmf]高齢の犬の介護を何年も続けていたが、飼い主も高齢で病気があり、経済的にも体力的にも続けるのが難しい。

	病気で世話ができなくなった
高齢の親が犬を飼っていたが、病気で世話をすることができなくなった。同居の息子は仕事が忙しく、犬嫌いなので面倒をみてくれない。
	飼い主が亡くなった
１人暮らしの母親が猫を飼っていたが、亡くなってしまった。子どもたちはみなペット不可の住居なので飼うことができない。


ペットは生き物です。あなたは最後まで責任を持って飼えますか？
引用）環境省：パンフレット「飼う前に考えて！」
『ペットを飼いたい！』 でも、その前に・・・








